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【課題】

多関節ロボットの動作性向上のためには、アクチュエータの小

型軽量化が重要であり、アクチュエータの構成部品である電

磁ブレーキについても小型軽量化が強く求められている。

【開発概要】

CNT（カーボンナノチューブ）を用いた摩擦材の開発による摩

擦係数の増加と電磁石の効率化を研究することで、ブレーキ

の厚さと重量を従来の1/2にする。

効 果

○優れた摩擦材及び電磁ブレーキの開発と、地元の川下事

業者（多関節ロボット用アクチュエータメーカー）との連携強

化が図れ、差別化商品創出の基盤が出来た。

主な開発成果

○ナノコンポジット摩擦材の配合技術確立

フッ素ゴム＋CNT＋添加剤の配合と混練技術の開発に

より、従来比1.8倍の摩擦係数を有する摩擦材を開発した。

○効率的な電磁石の開発

電磁石の磁路の最適化とコイルの整列巻き技術の確立等

により、従来ブレーキと比較して厚さ、重量1/2を達成した。
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